
 

収蔵資料展「ひょうごの針葉樹」の開催について 
 

 

１ 主 旨 

  誰もが知っているマツ、スギ、ヒノキなど、針葉樹には身近な樹木が多く含まれています。これら

針葉樹は、過去の気候変動や最近の人間活動の影響のもと、繁栄と衰退の歴史を経て生きのびてきま

した。また、針葉樹は有用なものが多く、建築材、土木材、家具材、燃料木、日用品の資材・原料な

ど、様々な用途に利用されてきました。日本の森林の約４割は人工林ですが、その大部分をスギ、ヒ

ノキ、カラマツといった針葉樹が占めるなど、針葉樹は国土の利用・保全にも深く関わっています。 

  兵庫県には現在、マツ科、マキ科、ヒノキ科、イチイ科に属する計16種の針葉樹が自生しています。

本展示では、これら県下でみられる針葉樹と過去にみられた針葉樹を主な対象に、形態や生態の特徴、

歴史、樹林の現状、利用と文化などについて、様々な収蔵資料と共に紹介します。 

 

２ 展示概要 

(1) 期 間：平成29年10月７日（土）～ 平成30年１月８日（月・祝） 

(2) 場 所：兵庫県立人と自然の博物館 ２階 多様性フロア 

(3) 展示物：針葉樹に関連する、さく葉標本（20点）、球果・種子標本（15点）、化石（12点）、 

         材鑑標本（７点）、名所図絵（２点）ほか （別紙１参照） 

(4) 主 催：兵庫県立人と自然の博物館 

(5) 協 力：兵庫県立農林水産技術総合センター 森林林業技術センター 

 

３ マスコミ向けプレビュー 

(1) 日 時：平成29年10月６日（金） 14:00～ 

(2) 場 所：兵庫県立人と自然の博物館 ４階 実習室 

        ＊担当研究員より展示の説明を行います。 

 

４ 関連セミナー 

タイトル 実施日 場所 種別 事前申込 受講料 

木とあそぼう 10/28（土）、1/6（土） 人と自然の博物館 ｵｰﾌﾟﾝ 不要 無料 

ギャラリートーク 11/12（日）、12/23（土・祝） 人と自然の博物館 ｵｰﾌﾟﾝ 不要 無料 

メタセコイアをさがせ！ 11/23（木・祝） 人と自然の博物館 ｵｰﾌﾟﾝ 不要 無料 

マツ葉で工作 11/25（土） 人と自然の博物館 ｵｰﾌﾟﾝ 不要 無料 

化石で見つかる針葉樹の観察会 11/25（土） 神戸市立森林植物園 一般 必要 500 円 

ひょうごの針葉樹 11/26（日） 人と自然の博物館 一般 必要 500 円 

 

５ 担 当 

  兵庫県立人と自然の博物館 自然・環境再生研究部 黒田有寿茂 

  電話：079-559-2001（代表）  E-mail: kuroda@hitohaku.jp 

    

記 者 発 表（資 料 配 布） 

 月／日 担当課（室）係名 ＴＥＬ（代表） 発表者名 資料配布先 

９／２１（木） 

１４：００ 

県立人と自然の博物館 

生涯学習課 

０７９ 

（５５９）２００１ 

次長 田原 直樹 

（安井 健二） 

県教委記者クラブ 

三田市政記者クラブ 



別紙１－１ 

 

展示物（一部） 

   

アカマツ（さく葉標本）     ヒノキ             ナギ 

 

  

ゴヨウマツ球果・種子           モミ球果・種子 

 

  
メタセコイア葉（化石）    メタセコイア球果（化石） 



別紙１－２ 

    

クロマツ（材鑑標本）  スギ          ヒノキ         ナギ 

 

 

カヤ 

 

  

西国名所図絵           摂津名所図絵 


